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【動機】

高等学校化学基礎の授業では、硝酸銀水溶液に銅線を加えて銀樹を作成し、イオン化傾向がCu＞
Agであることを学ぶ。本校の中学理科部化学班で、銅板に亜鉛をめっきし、加熱することで黄銅
を作成したことがある。そこで、黄銅を用いて金属樹を作ってみようと思った。

【方法】

シャーレに様々な金属塩の水溶液を10mLとり、黄銅板を置いた。また、同じ大きさの亜鉛板と銅
板でも実験を行い、結果を比較した。この方法を採用したのは、シャーレの中で金属樹を生成す
ると、試験管のときより生成過程が明瞭であるためである。

【結果】

硝酸銀水溶液に黄銅板を置くと、①銀樹の析出、②銅の析出、③銀イオンの拡散と銅の溶解、④
水に溶けにくい塩基性硝酸銅(Ⅱ)の析出、の4段階の反応がみられた。また、銅板と亜鉛板を接触
させて作った偽黄銅板を置くと、金属光沢のある黄土色の金属が析出した。

【まとめ】

硝酸銀水溶液に金属板を置くと銀樹が生じるが、その後、差し込んだ金属と銀樹による局部電池
を形成し、差し込んだ金属によってめっきされる。硝酸銀水溶液に偽黄銅板を置くと銀樹が析出
し、その後黄土色や赤色の金属でめっきされるが、これは亜鉛と銅の合金である。

【展望】

今回の研究は高等学校の化学基礎の教科書の範囲を応用した基礎研究である。黄銅は身の回りで
多くの金属製品として使われている。これらの製品の腐食を防ぐ場面で応用できる可能性がある
。
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